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研究成果の概要（和文）： 

 高齢者の記憶機能を計算訓練によって維持・増進することが可能であるか検討した。訓練期

間は 5週間から 22週間であった。研究協力者は地域在住の健康な 70 歳代の高齢者であった。

実験群と統制群は無作為に分けられた。実験群には毎日自宅で 10 分～15 分程度を要する計算

課題が課せられた。訓練前後に両群の記憶能力、主観的幸福観、抑うつ度を測定した。その結

果、全体として計算訓練の効果を実証することはできなかった。回想法による訓練効果も検討

したが効果は見られなかった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 It was examined whether elderly people's memory function could improve by performing 
calculation tasks. The research partnership consisted of local healthy people in their 
70's. The experimental group was asked to perform calculation tasks consisting of a task 
lasting from 10-15 minutes every day at home. Before and after training, the degree of  
memory capability and subjective feeling of happiness and depression of both groups were 
measured. The effect of calculation tasks as a whole group was not able to be definitively 
proven. There was no measurable effect using the recollection method. 
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１．研究開始当初の背景 

計算課題や音読課題を遂行することによ
って、加齢による脳の認知機能の減退を改善
もしくは維持することが出来ると考えられ
ている。このような見解に基づいて、高齢者
施設や行政による高齢者対象のセミナー等
において、計算課題や音読課題の訓練が流行

している。しかしながら、このような効果に
ついて十分な実証的検討はなされていない。
それらの研究も訓練群の効果を見るために、
統制群を置くなどの実験的手法がとられて
いないことが多い。計算課題や音読課題を一
定期間行うことが、高齢者の認知機能の改善
に効果があるのか、あるとすれば、どのよう
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な課題をどのような期間行うことが効果的
か検討する必要がある。 

 

２．研究の目的 

 第一に、計算課題の遂行が脳の前頭前野を
活性化することは、生理的指標を用いた研究
で示されている。これらの課題を比較的長期
間実施することが、脳の認知機能の改善に結
びつくかを実験心理学的手法を用いて検討
することが目的である。健康高齢者が計算課
題を単独で一定期間行った場合の認知機能
の改善効果を明確にすることを目的とする。 

 第二に、効果が確認された場合は認知機能
のどのような側面に効果が見られるか、記憶
モデルとの関連で検討する。効果は記憶過程
のどの側面を改善するのか明らかにし、加齢
による記憶減退の理論的検討を行う。 

 第三に、同じく効果が確認された場合、情
動的側面や行動的側面にどのような効果を
もたらすのか検討する。情動的側面や行動面
の改善は高齢者の生活の質の改善に大きく
関わっているので、計算課題の実行による認
知的側面の効果だけでなく、情動的側面や行
動面に対する効果についても検討する。 

 第四に、健常高齢者の記憶機能の減退過程
を、記憶モデルの諸過程を独立して測定し、 

各過程がどのような減退過程であるのか明
らかにする。青年期、成人期、老年期前期、
老年期後期において短期記憶、作動記憶、エ
ピソード記憶、意味記憶の機能が加齢ととも
にどのように減退するかを明らかにするこ
とで、各過程が減退する順序や程度と計算課
題の実行がどのような関連を持つか検討す
る。 

 

３．研究の方法 

本研究は３名の共同研究体制をとる。古橋
は全体計画の統括と、主として健康高齢者に
比較的長期間にわたって計算課題を行うこ
とによる記憶課題成績の変化や情動や行動
に与える効果を検討する。実験開始前に実験
群と統制群に行う課題は一人に約 20～30 分
程度を要する。短期記憶課題、長期記憶課題
（エピソード記憶）、作動記憶課題、意味記
憶課題、情動・行動的側面の指標からなる。
実験群には、毎日 15 分程度を要する計算課
題を与える。計算課題は２桁同士までの足し
算と引き算の課題、簡単なかけ算課題、割り
算課題を用いる。自宅で定時的に課題を遂行
することを求め、2～3日に一度の割合で実験
者は電話で実行を確認する。2 ヶ月間(実験に
よって異なる)、計算課題の実行を求める。
統制群には計算課題を与えない。訓練終了後、
開始前に行った検査を再度行い、効果を比較
検討した。訓練期間や計算課題の量、情動・
行動的側面の指標は各実験によって異なる。 

出口は、加齢に伴う記憶能力の変化を生涯

発達の視点から明らかにする。調査対象者は 
小学生、中学生、40歳～80 歳とする。課題
は作業記憶課題、短期記憶課題、長期記憶課
題及び意味記憶課題である。各記憶課題の成
績の年齢による変化を明らかにするために
各得点を Z得点に変換し検討することとする。
出口の調査結果から記憶能力の減退過程を
明らかにすることが出来、効果的訓練の時期
や程度を確認することが出来る。 
吉田と古橋は計算課題による介入の結果

と学習療法による介入の結果を比較するこ
とにより、訓練効果が純粋な計算課題の効果
なのか、人間的触れ合いの効果なのか検討す
る。 
 
４．研究成果 
2008年度に古橋は２つの実験を行った。第

１実験は、8 週間の計算訓練であった。健康
な高齢者の記憶機能が、毎日の計算訓練の遂
行のみで向上するか検討した。最終的に有効
な被験者は実験群 18名、統制群 23名であっ
た。平均年齢は約 71 歳であった。訓練の前
後に短期記憶課題、長期記憶課題、作動記憶
課題、意味記憶課題、メタ記憶課題、主観的
幸福感、ＰＣＧモラールスケールを実施した。
結果は記憶能力、メタ記憶能力、主観的幸福
感のいずれにも効果は見られなかった。第２
実験は、第１実験と同じ目的で 5週間の計算
訓練が行われた。毎週 1回全員で集まり、実
験者とのコミュニケーションによる強化を
少し受ける条件であった。結果は実験１と同
様に、自宅で毎日計算訓練を行うことのみで
は記憶能力、情意的検査課題に効果は見られ
なかった。 
 吉田は健康高齢者に学習療法を用いた計
算課題遂行の効果との比較の中で理論的検
討を行った。吉田は継続的に学習療法を用い
て音読課題・計算課題を 6ヶ月間行う条件で
記憶課題や情意的検査課題による効果を測
定している。その結果では記憶課題や情意的
検査課題の多くに改善の効果が見られたこ
とから、コミュニケーションの有無が重要な
要因であることを示唆している。 
 出口は小学３年生 59名、小学４年生 71名、
小学５年生 70名、小学６年生 57名、大学生
70 名を対象に短期記憶、作動記憶、長期記憶、
意味記憶の発達的変化を調査した。青年期ま
での各記憶過程の発達過程が測定された。
2009 年度に行う成人期以降の結果と併せて、
記憶の生涯発達過程を明らかにし、訓練効果
を理解するための資料とする。 
2009年度に古橋は 2つの実験を行った。第

1実験では健康高齢者に 12週間毎日簡単な計
算課題 50問への取り組みを行ってもらった。
対象者は最終的に、実験群 13 名、統制群 10
名であった。平均年齢は実験群 73歳 11ヶ月、
統制群 70 歳であった。計算課題遂行の前後



 

 

に、短期記憶、長期記憶、作業記憶、意味記
憶、メタ記憶、脳機能測定尺度として FAB、
心理的適応尺度として PGC(主観的幸福観)、
GDS(うつ傾向尺度)を測定した。実験群と統
制群の間に、記憶の各尺度及び FAB、PGC に
有意な差はなかった。GDS に交互作用が見ら
れ、うつ尺度が実験群で改善した。第 2 実験
は訓練期間を 22 週間と長くして健康高齢者
を対象に検討した。最終的に実験群は 16名、
平均年齢は 78 歳 6 ヶ月であった。統制群は
10 名、平均年齢は 76 歳 8 ヶ月であった。訓
練課題と訓練前後の心理的尺度は第 1実験と
同じものを用いた。その結果、実験群は作業
記憶の遂行量が統制群と比較して有意に伸
びた。作業記憶の機能改善に効果があること
を示唆した。 

吉田は学習療法との比較から古橋、出口の
結果に対して理論的考察を加え、訓練の効果
訓練時のコミュニケーションの量が関与す
ると考察した。 

出口は健康高齢者の記憶遂行量の変化状
況を調査するために、40歳代 30 名、50 歳代
18 名、60歳代 6名、70歳代 10 名、80歳代 2
名を対象に記憶課題を用いて調査した。その
結果、60歳代以降における作動記憶、短期記
憶、長期記憶における減退状況が見られた。
一方、意味記憶の減退は遅れることが分かっ
た。 

健康高齢者に対する認知訓練の可能性と
制限と、訓練は 60 歳代から開始することが
望ましいことが示された。 
 2010 年度に古橋は訓練課題として回想法
を用いることの効果を検討した。実験群は 22
名であったが最終的に 18 名(平均 78 歳 6 ヶ
月)、統制群 10名であったが最終的に 8名(平
均 75 歳 4ヶ月)であった。個人回想法を 5 回
行い、効果を統制群と比較したが、結果は記
憶機能、脳機能、心理的尺度のいずれにも効
果は見られなかった。 
 吉田・古橋は古橋の結果や吉田の学習療法
の結果から、単独の訓練課題を実施すること
では認知訓練の効果が得られないとする他
の研究と同様の結果であると考え、多様相な
訓練の重要性を指摘した。 
 出口は記憶の生涯発達の様相を明らかに
するため、平成 20年度、平成 21年度に得ら
れた資料に加えて本年は高齢者を中心とし
た調査を行った。50 歳代 6名、60歳代 2 名、
70 歳代 3 名、80 歳代 1 名の計 12名に調査し
た。得られた全資料は小学生 257名、大学生
81 名、40 歳代～80歳代 78名の計 416名であ
った。Z 得点に変換し比較したところ、意味
記憶は 40 歳代を最大値として増大しその後
減少の変化、短期・長期記憶は大学生を頂点
として増大しその後減少の変化が明らかに
された。記憶過程の違いで変化の様相が異な
ること、従来多くの研究で得られている結果

より最大値の年齢が若いことが示された。                                     
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